
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
各々が被覆部により被覆された一対の芯線からなり各被覆部が互いに連結した２芯ケーブ
ルの先端部をストリップして、各芯線に端子を圧着する２芯ケーブル圧着装置において、
２芯ケーブルの先端部から各々の被覆部をストリップして一対の芯線を露出させるととも
に、各被覆部同志を先端から所定長さだけ分離するストリップ部と、
分離された一対の被覆部を互いに引き離す引離部と、
引き離された一対の被覆部の各々の芯線に対して順次端子を所定圧着点で圧着する端子圧
着部と、
を備え、
引離部は分離された一対の被覆部に対して進退する回転支持体と、回転支持体に支持され
一対の被覆部間に挿入される分離体と、回転支持体に支持され各被覆部の外側に位置する
一体のストッパとを有することを特徴とする２芯ケーブル圧着装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、電線コードのような２芯ケーブル（コード）のストリップされた一対の芯線の
先端部に端子を圧着する２芯ケーブル圧着装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来、２芯ケーブルのストリップされた一対の芯線先端部に端子を圧着する２芯ケーブル
圧着装置として、図５（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）（ｅ）及び図６に示すものが知られてい
る。
【０００３】
図５（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）（ｅ）において、電線コードのような２芯ケーブルａの端
部被覆部がカッタにより所定の長さに剥離され、一対の芯線ｂが露出する。次に一対の芯
線ｂの基部に対応する２芯ケーブルａに切込みカッタで切込みｃが入れられ、しかる後、
２芯ケーブルａが左右に押し広げられて分離され（図５（ｄ）参照）、各芯線ｂに端子ｄ
が端子圧着部によって同時に圧着される（図５（ｅ）参照）。この場合、端子圧着部の一
対の圧着点において、各芯線ｂの端子ｄが圧着されるようになっている。
【０００４】
また上述した２芯ケーブル圧着装置における２芯ケーブルａの分離手段としては、図６に
示すものがある。すなわち、図６に示すように、端子圧着部の直前のフレームに、水平な
支持台ｅがボルトｆで固定され、この支持台ｅの中央部に楔状をなす分離部材ｇが２芯ケ
ーブルａを分離して押し広げるように固定されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように、従来は２芯ケーブルａが左右に押し広げられて分離され（図５（ｄ））、
ストリップされた一対の芯線ｂに端子ｄが、端子圧着部において同時に圧着される（図５
（ｅ））。
【０００６】
このため２芯ケーブルが分離し押し広げられた一対の芯線ｂ間のピッチと、端子圧着部に
おける一対の圧着点間のピッチとを等しくさせておかなければならない。さらに２芯ケー
ブルの形状が異なって、分離し押し広げられた一対の芯線ｂ間のピッチが変化すると、こ
れに合わせて端子圧着部の一対の圧着点間のピッチを変化させる必要があり、端子圧着部
の調整が困難である。
【０００７】
本発明はこのような点を考慮してなされたものであり、たとえ２芯ケーブルの形状が変化
しても、端子圧着部の調整を行う必要がない２芯ケーブル圧着装置を提供することを目的
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、各々が被覆部により被覆された一対の芯線からなり各被覆部が互いに連結した
２芯ケーブルの先端部をストリップして、各芯線に端子を圧着する２芯ケーブル圧着装置
において、２芯ケーブルの先端部から各々の被覆部をストリップして一対の芯線を露出さ
せるとともに、各被覆部同志を先端から所定長さだけ分離するストリップ部と、分離され
た一対の被覆部を互いに引き離す引離部と、引き離された一対の被覆部の各々の芯線に対
して順次端子を所定圧着点で圧着する端子圧着部と、を備え、引離部は分離された一対の
被覆部に対して進退する回転支持体と、回転支持体に支持され一対の被覆部間に挿入され
る分離体と、回転支持体に支持され各被覆部の外側に位置する一体のストッパとを有する
ことを特徴とする２芯ケーブル圧着装置である。
【０００９】
【作用】
ストリップ部において、２芯ケーブルの先端部から各々の被覆部がストリップされ、一対
の芯線が露出されるとともに、各被覆部同志が先端から所定長さだけ分離される。分離さ
れた一対の被覆部は、引離部において互いに引き離され、引き離された一対の被覆部の各
々の芯線に対して端子圧着部の圧着点において順次端子が圧着される。
【００１０】
【実施例】
以下、図面を参照して本発明の実施例について説明する。図１乃至図４は、本発明による
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２芯ケーブル圧着装置の一実施例を示す図である。
【００１１】
図１乃至図４において、２芯ケーブル圧着装置は、２芯ケーブル１の先端部をストリップ
して、芯線２に端子５を圧着するものである。
【００１２】
まず図４により、２芯ケーブル１について詳述する。図４に示すように、２芯ケーブル１
は、各々が被覆部３により被覆された一対の芯線２，２からなり、各被覆部３，３は互い
に連結されている。
【００１３】
このような２芯ケーブル１に対して、図１に示す２芯ケーブル圧着装置により端子５が圧
着される。すなわち、図１に示すように２芯ケーブル圧着装置は、２芯ケーブル１の先端
部から各被覆部３，３をストリップして一対の芯線２，２を露出させるとともに、各被覆
部３，３を先端から所定長さだけ分離するストリップ部１１と、このストリップ部１１に
２芯ケーブル１を搬送する搬送手段１３とを備えている。
【００１４】
搬送手段１３は、２芯ケーブル１の搬送方向（図１左方向）と直交する方向に配置された
側方ガイド１２に沿って移動可能となっている。
【００１５】
また側方ガイド１２の図１の左側には、一対の被覆部３，３を互いに引離す引離部１４と
、一対の被覆部３，３の各々の芯線２，２に対して順次、端子５を圧着する端子圧着部１
５とが配置されている。このため搬送手段１３が側方ガイド１２に沿ってストリップ部１
１から離れる方向に移動して側方ガイド１２の端部（図１の下端部）まで達した場合、搬
送手段１３の先端側に、引離部１４と端子圧着部１５とが順次位置することになる。
【００１６】
次にストリップ部１１について説明する。ストリップ部１１は、図２に示すように、切断
刃３３ａ、ストリップ刃３４ａおよび受部３７が取付けられた固定型３１と、切断刃３３
ｂ、ストリップ刃３４ｂおよび分離刃３５が取付けられた可動型３２とを有している。ま
た固定型３１と可動型３２との間に、２芯ケーブル１が一対の送りローラ３９，３９によ
り送られるようになっている。
【００１７】
このうち切断刃３３ａ，３３ｂは、２芯ケーブル１を切断するものであり、ストリップ刃
３４ａ，３４ｂは２芯ケーブル１の一対の被覆部３，３をストリップするものである。さ
らに分離刃３５は受部３７とともに、一対の被覆部３，３同志を互いに分離するものであ
る。
【００１８】
次に引離部１４について図４により説明する。図４に示すように、引離部１４は一対の被
覆部３，３に対して進退する回転自在の回転支持体２１と、回転支持体２１に支持される
とともに一対の被覆部３，３間に挿入される分離体２３とを有している。また回転支持体
２１の両端部には、一対のストッパ２２，２２が取付けられている。
【００１９】
このうち回転支持体２１は、例えば図４に示すように２芯ケーブル１の下方に昇降自在に
配置され、回転支持体２１が上昇した場合に分離体２３が一対の被覆部３，３間に挿入さ
れるようになっている。また回転支持体２１は、分離体２３を一対の被覆部３，３間に挿
入した状態で回転するようになっており、回転支持体２１の回転に伴って回転支持体２１
のいずれかのストッパ２２，２３が一対の被覆部３，３の外側と当接するようになってい
る。
【００２０】
次に、このような構成からなる本実施例の作用について説明する。
【００２１】
図１に示すようにまず搬送手段１３は、側方ガイド１２の上端部に位置している。この状
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態で、搬送手段１３により２芯ケーブル１が図１の左方向へ搬送され、一対の送りローラ
３９，３９により固定型３１と可動型３２との間に送り込まれる（図２（ａ））。
【００２２】
次に図２（ｂ）に示すように、固定型３１に対して可動型３２が降下して切断刃３３ａ，
３３ｂにより２芯ケーブル１の先端側が切断される。次に図２（ｃ）に示すように可動型
３２が上昇し、２芯ケーブル１が一対の送りローラ３９，３９によりストリップ位置まで
引き戻される。
【００２３】
その後、図３（ａ）に示すように、再び可動型３２が降下し、ストリップ刃３４ａ，３４
ｂが一対の被覆部３，３に食い込むとともに、分離刃３５が一対の被覆部３，３間を貫通
して受部３７内に進入する。図３（ｂ）は、この状態を２芯ケーブル１の軸線方向からみ
た図である。
【００２４】
次に図３（ｃ）に示すように、２芯ケーブル１が、搬送手段１３に設けられたワイヤクラ
ンプ３６により把持され、このワイヤクランプ３６により２芯ケーブル１が固定型３１お
よび可動型３２から引き抜かれる。この場合、ストリップ刃３４ａ，３４ｂによって、一
対の被覆部３，３の先端部がストリップされて、一対の芯線２，２が露出する。同時に分
離刃３５によって一対の被覆部３，３が先端から所定長さだけ分離される。一対の被覆部
３，３が分離された状態を図３（ｄ）に示す。
【００２５】
次に搬送手段１３が側方ガイド１２に沿って図１の下方へ移動し、搬送手段１３によって
２芯ケーブル１が引離部１４および端子圧着部１５側へ送られる。
【００２６】
図４（ａ）に示すように、引離部１４において２芯ケーブル１に対して引離部１４の回転
支持体２１が上昇する。次に図４（ｂ）に示すように、回転支持体２１に取付けられた分
離体２３が、ストリップ部１１において分離された一対の被覆部３，３間に挿入される。
この状態で図４（ｃ）に示すように、回転支持体２１が反時計方向に回転し、右方の被覆
部３を直線状に維持しながら左方の被覆部３を分離体２３によって左方向へ移動させ、こ
のようにして一対の被覆部３，３を互いに引き離す。次に直線状に維持された右方の被覆
部３から露出する芯線２に対して、端子圧着部１５により端子５が所定の圧着点で圧着さ
れる。
【００２７】
次に図４（ｄ）に示すように、回転支持体２１が時計方向に回転し、左方の被覆部３が左
方のストッパ２２により押され直線状にもどされる。同時に分離体２３により右方の被覆
部３が右方向に移動し、一対の被覆部３，３が互いに引き離される。次に直線状に戻され
た左方の被覆部３から露出する芯線２に対して、端子圧着部１５により右方の芯線２と同
一の圧着点で端子５が圧着される。
【００２８】
次に図４（ｅ）に示すように、回転支持体２１が反時計方向に回転し、右方の被覆部３が
右方のストッパ２２により押され、直線状に戻される。
【００２９】
次に回転支持体２１が降下し、搬送手段１３が側方ガイド１２に沿って、図１の上方へ移
動し、搬送手段１３によって２芯ケーブル１がストリップ部１２側へ搬送される。この場
合、可動型３２は上昇して固定型３１から離れ、２芯ケーブル１は固定型３１と可動型３
２との間を通って前進する（図２（ａ））。
【００３０】
その後図２（ｂ）に示すように、可動型３２が降下して切断刃３３ａ，３３ｂによって２
芯ケーブル１を切断し、上述の作業を繰り返す。先端に一対の端子５，５を有する２芯ケ
ーブル１は、図１に示す排出装置１６から外方へ排出される。
【００３１】
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以上のように本実施例によれば、引離部１４において一対の被覆部３３同志を引き離しな
がら、各芯線２，２に対して端子圧着部１５の同一圧着点において順次端子５を圧着する
ことができる。このため、端子圧着部１５における圧着点を複数設ける必要はなく、単一
の圧着点のみを設ければよい。従って、複数の圧着点間のピッチを調整する必要はなくな
るので、端子圧着部の構造を簡単にすることができる。
【００３２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、ストリップ部において互いに分離された一対の被覆部が引
離部において互いに引き離され、引き離された一対の被覆部の各々の芯線に対して端子圧
着部の所定圧着点により順次端子が圧着されるので、端子圧着部の圧着点を複数設ける必
要はない。このように複数の圧着点を設ける必要はないので、圧着点間のピッチを調整す
る必要はなくなるとともに、端子圧着部の構造を単純化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による２芯ケーブル圧着装置の一実施例を示す全体平面図。
【図２】ストリップ部の作用を示す図。
【図３】ストリップ部の作用を示す図。
【図４】引離部および端子圧着部の作用を示す図。
【図５】従来の２芯ケーブル圧着装置を示す図。
【図６】従来の２芯ケーブル圧着装置を示す図。
【符号の説明】
１　２芯ケーブル
２　芯線
３　被覆部
５　端子
１１　ストリップ部
１４　引離部
１５　端子圧着部
２１　回転支持体
２２　ストッパ
２３　分離体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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